
176 INTERNET MAGAZINE 1995/7

ドメイン名【domain name】

1つまたは複数のネットワークを人間に理解しやすいようにグ

ループ分けしたものをドメインと呼び、通常は、impress.co.jp

のようにネットワークを管轄する組織の範囲で区切っている。こ

のドメインに対して割り当てるドメイン名は日本ネットワークイ

ンフォメーションセンター（Japan Network Information Center;

JPNIC）に申請して取得する。JPNICではドメイン名を一元的

に管理しており、これによって世界で唯一のドメイン名であるこ

とが保証されている。

jpやacもピリオドで区切って表記されていることからドメイ

ンと見間違いやすいが、これらは管理のために設けられた第1レ

ベルおよび第2レベルの名称であり、ドメイン名とは直接対応し

ていない。あくまでimpress.co.jp全体で1つのドメインを表し、

ホストが接続される場所を示すようになっている。

ホスト名【host name】

ホストと言えば大型汎用機のことを思い浮かべやすいが、インタ

ーネットではパソコンもワークステーションもネットワークに接続

されていればホストと呼ぶ。これらのホストをインターネット上で

一意に識別するためにホスト名が割り当てられ、この割り当てと管

理はドメイン名を申請した組織の責任で行うことになっている。

このホスト名は論理上の名称であり、1台のコンピュータに複

数のホスト名を割り当てることができる。この場合、そのコンピ

ュータを代表するホスト名（orijinal host name）をまず割り当て、

その別名として他のホスト名を割り当てる。たとえば、

alpha.impress.co.jpとtheta.impress.co.jpが同一のコンピュ

ータを指定していることがあり、ホスト名の数とコンピュータの

数は必ずしも一致していない。

FQDN【エフキューディーエヌ】

Fully Qualified Domain Name（完全なドメイン名）の略。イン

ターネットに接続されているコンピュータを特定するためのドメイン

名であり、ホスト名までを含む（例：www.impress.co.jp）。telnet

コマンドでリモートホストにログインしたり、ftpでファイルを転送す

るときにはこのFQDNを指定する。

最終的なアドレスの指定には英文字のFQDNではなく、数字のIP

アドレスを使わなければならないが、その変換はDNSで行う。FQDN

をインターネットアドレスということもあるが、これは誤り。

サイト【site】*

ホスト名で示されるインターネット上のロケーションを指す。

論理的にはサイトはホストの中に1つまたは複数存在でき、イ

ンターネットに接続されているホストからアクセスできる。た

とえば、ユーザーはWebサイトやFTPサイトにホストから「行

って」データをダウンロードすることができる。

ホスト同士ではインターネット上でデータ交換できるが、サ

イト同士でのデータ交換はできないという違いもある。

T E R M I N O L O G Y  o f  I n t e r n e t

インターネット用語解説：02 金森 國臣

ホスト【host】

ホストとはインターネットに接続され、IPアドレスが割

り当てられているコンピュータのことを指す。IPアドレス

が割り当てられていないコンピュータ、つまりホストでは

ないコンピュータにインターネットを介して直接接続する

ことはできない。インターネットで言うコンピュータとは、

実際のマシンのことを指している。
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IPアドレス【アイピー～】

Internet Protocol addressの略。インターネットアドレス

ということもある。ホストの場所を特定するためのもので、32

ビットを8ビットずつピリオドで区切り、それぞれを10進数

に変換して192.218.90.1のようにアドレスを表記する。イン

ターネットに接続されているすべてのコンピュータ（機器）に

は、それぞれ世界中で1つしかないIPアドレスが割り当てら

れている。

IPアドレスの割り当てはネットワークの規模に応じてクラス

A、クラスB、クラスCという3つのクラスで行う。クラスCで

は、たとえば192.168.0.＊が割り当てられ、コンピュータを

254 台までネットワークに接続できる。この例では、

192.168.0がドメインに対応し、右端の数字がホストに対応

している。クラスBの場合は172.16.＊.＊で64,516台まで、

同様にクラスAでは10.＊.＊.＊となり、ホストを特定するた

めに24ビット分使えるので1,677,214台まで接続できる。IP

アドレスはコンピュータの物理的な位置を示しているので、そ

のコンピュータを移動するとIPアドレスも変更しなければなら

ないことがある。この点が論理的なアドレスのFQDNと異な

る。

インターネット【Internet】

インターネットをもっとも狭い意味に定義すると、通信プロ

トコルにTCP/IP（Transmission Control Protocol/Internet

Protocol）を使って相互にデータ交換を行うコンピュータネッ

トワークのことを指す。ただしインターネットは「ネットワーク

のネットワーク」と呼ばれるように、パソコン通信ネットワーク

などを含むすべてのネットワークを相互に接続する、つまりイン

ターネットワーキングするための管理手法や運営体系まで含め

た意味でも使われている。また、あるOSのテレビコマーシャル

で「インターネットもできる」とのPRがなされているように、も

っと広い意味に解釈されていることもあり、極端な場合はネッ

トワークに接続してWWWサーバーなどを利用することと考え

る人もいる。

DNS【ディーエヌエス】

Domain Name System（ドメイン名システム）の略。

英語で表記されたFQDNから、数字で表記されたIPア

ドレスに変換する分散データシステムのこと。FQDNか

らIPアドレスへの変換情報はネームサーバー（name

server）の中にあり、分散という言葉が示すようにイ

ンターネット上に点在している。必要な情報がローカル

なネームサーバーになければ、他のサーバーに問い合わ

せて情報を得るようになっている。なおネームサーバー

とはプログラムのことであり、サーバーマシンではない。

Akiko Isagawaさん他から要望があり、「サイト」について解説しました。しかしサイトについては、定義に

ゆれがあるようです。ご意見お待ちしています。

E-mail to： ip-term@impress.co.jp

ネットワーク【network】

一般には、通信回線で接続されたコンピュータ間のデータ通信システムや

データ通信網のことを指すが、インターネットではデータ交換が行える相互

に接続されたコンピュータのグループを指す。またネットワーク間のデータ交

換がルーターを経由して行われることから、ルーターに接続されているコン

ピュータのグループがネットワークであるとも言える。たとえばBBSなどの

ように、ホストが1つだけあり、それがルーターにぶら下がっていればネット

ワークを構成しているものとみなされる。
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